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【重要】

・2024年度入学者より、学費額が変更となります（19ページ参照）。

・2024年度入学者より、修了要件が変更となります（20～21ページ参照）。

・2024年度入学者選抜では、第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。代替措置として、エッセイ課題

の提出を出願時に課します（８ページ参照）。

・入学手続の際に、出願時と同じ顔写真のデータ版（JPEG形式）が必要となりますので、あらかじめ取得し、大

切に保管しておいてください（15ページ参照）。

・2024年度入学者選抜から、自宅受験が可能な試験（例：TOEFL iBT Home Edition, TOEFL iBT Paper Edition, 

IELTS Onlineなど）は受付不可となりました（17ページ参照）。

【注意】

・感染症等の影響により、やむを得ず入学試験の実施内容（出願期間・試験日程・試験内容・合格発表日など）に

変更が生じる場合があります。その際は、経営管理研究科Webサイトにてお知らせしますので、随時確認する

ようにしてください。なお、出願開始後に何らかの変更が生じた場合は、当該志願者に対してEメールで連絡

することがありますので、出願後は随時メールも確認するようにしてください。

・ 学校保健安全法で出席の停止が求められている感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、麻疹、

風疹等）に罹患し治癒していない場合、他の受験生や監督員への感染の恐れがあるため、受験をご遠慮ください。

なお、感染症の罹患を含む体調不良により欠席した場合でも、本学が特別な対応を公表した場合を除いて、追

試験の実施や検定料の返還は行いません。
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1．早稲田大学大学院経営管理研究科の概要

早稲田大学大学院経営管理研究科（専門職学位課程）は、早稲田大学が建学の精神としてその教旨に掲げてきた「学

問の独立、学問の活用、模範国民の造就」に則り、学問と実務の融合を目指し、経営管理の専門家として必要な高い

倫理観を備え、経営に関する高度な専門知識およびビジネスにおける幅広い応用能力を有する人材の育成を教育上の

理念とする。また、（1）ビジネスおよびファイナンスに関する高度な専門・実務教育（2）関連諸領域の高度な知識

の修得（3）ビジネスおよびファイナンスのプロフェッショナルのリカレント教育（4）グローバルなビジネス環境へ

の対応を教育上の目的とする。

ビジネスとファイナンスに関する高度な専門・実践教育を行うことから、専攻の名称は、「経営管理専攻／ Major 

in Business Administration」とする。また、ビジネス系科目の修得を中心とする「MBA プログラム」とファイナ

ンス系科目の修得を中心とする「MSc in Finance プログラム」を設置する。MBA プログラムの学位名称は、経

営の全分野に通じる者に与える学位として広く普及している「経営管理修士（専門職）／ Master of Business 

Administration 」とし、MSc in Finance プログラムの学位名称は、数量分析を必要とする性質および主にファイナ 

ンスの知識を修得する趣旨から、主にヨーロッパやアジア圏で広く普及している「ファイナンス修士（専門職）／

Master of Science in Finance」とする。

当研究科では、国内外から入学する学生の様々なバックグランドおよび多様なニーズに対応するため、授業時間帯

や履修年限、入学時期、履修科目、履修言語等が異なる合計 8 つのプログラムを設置する。

全日制グローバルは、グローバルマインドを備えたビジネスリーダーを養成する 2 年間のフルタイムのプログラム

である。履修言語を① 4 月入学は主に日本語② 9 月入学は主に英語とする。③ 1 年制総合と④夜間主総合は、ジェネ

ラルマネジメント＋αの能力を幅広く修得する日本語のプログラムである。1 年制総合は、主に昼間に集中的に学習・

研究を行う総合プログラムのインテンシブ版である。夜間主総合では、働きながら、2 年間で幅広く知識や理論を修

得する。夜間主プロフェッショナルでは、働きながら、広いマネジメントの知識に加えて、特定分野の高度な専門知

識を修得した「専門性の高い MBA」を目指す。夜間主プロフェッショナルには、⑤マネジメント専修と⑥ファイナ

ンス専修を設置する。⑦ MSc in Finance は、企業活動等において必要となるファイナンスの知識・技能を備えた人

材を養成する英語による 2 年間のフルタイムのプログラムである。⑧早稲田－ナンヤン ダブル MBA は、国際的な

ビジネスパーソンのマネジメント能力のブラッシュアップを目指すプログラムである。

プログラム 入学時期 履修言語 学位
① 全日制グローバル ４月 日本語

経営管理修士（専門職）
Master of Business Administration

② ９月 英語
③ １年制総合 ４月 日本語
④ 夜間主総合 ４月 日本語
⑤ 夜間主プロフェッショナル・マネジメント専修 ４月 日本語
⑥ 夜間主プロフェッショナル・ファイナンス専修 ４月 日本語

⑦ MSc in Finance ９月 英語 ファイナンス修士（専門職）
Master of Science in Finance

⑧ 早稲田－ナンヤン ダブル MBA ７月 英語

Master of Business Administration, 
Waseda University

Master of Business Administration, 
Nanyang Technological University

概 

要
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2．早稲田大学大学院経営管理研究科の３つのポリシー

（1）ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与に関する方針）
　早稲田大学は、本学の総合性・独創性を生かし、体系的な教育課程と、全学的な教育環境と学生生活環境のもとに、
多様な学問・文化・言語・価値観の交流を育み、地球社会に主体的に貢献できる人材を育成することを使命とする。
　大学院経営管理研究科の使命は、高度な理論と先端的な実践の融合により、ビジネスおよびファイナンスの高い
専門的能力を活用して広く国際社会に貢献できるビジネスリーダーを育てることである。
　大学院経営管理研究科は、最先端の研究成果を反映したビジネス教育プログラムを適切な基準に基づき履修し、
ビジネスリーダーとしての高い実践的な専門知識と高い判断力を修得した者に対して、「経営管理修士（専門職）：
Master of Business Administration」を、国際社会に通用する高度なファイナンス知識と理論を修得した者に「ファ
イナンス修士（専門職）：Master of Science in Finance」の学位を授与する。

（2）カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施の方針）
大学院経営管理研究科の目標は、ビジネス社会において専門的能力と的確な判断力を備え、世界的視野で活躍で

きる高度専門職業人を育成することである。
学位プログラムとしては「経営管理修士（専門職）：Master of Business Administration， MBA」「ファイナンス

修士（専門職）：Master of Science in Finance， MScF」の２つがあり、いずれも国際的視野、職業倫理を涵養し、
理論と実証、およびその実務への応用を体系的に修得できるバランスのとれた教育体系を提供している。

大学院経営管理研究科には、多様なバックグラウンドをもった者が入学してくると想定している。ビジネスやファ
イナンスに関する基礎的な知識をすでに有している者は、基礎的な知識を再確認し、入学まで関係の少なかった学
問領域の基礎を履修することで、専門的な新しい概念や理念をより深く理解することができる。一方、学部までの
教育課程においてビジネス及びファイナンスに関する基礎知識を学んだことのない者は、入学後に基礎的な知識を
修得することが、専門的な選択科目の履修や論文の作成のために必要である。

そうした多様な入学者に対応するべく、段階的な学習を明示することとし、講義科目としては、必修コア科目、
選択必修コア科目及び選択科目を設置する。また、優れた問題発見・解決能力及び専門性を育成することを目的に、
専門研究（専門職学位論文またはプロジェクト研究論文）を必修としている。

MBA では、ジェネラリストとしての人財育成に対応して、必修コア科目も「人材管理」「マーケティング」「会
計学」「ファイナンス」「経営戦略」等の経営学の主要分野を広くカバーしている。必修コア科目において広範な基
礎知識を獲得した後に、個々の学生の問題意識に関連する選択科目を履修し、さらに論文執筆を通して、「実践知」

（Actionable　Knowledge）の獲得を目指す。
一方、国際社会に通用する高度金融人財の育成を目的とする MScF の必修コア科目は“Corporate Finance”， 

“Equity Investment”， “Fixed Income Investment”などのファイナンスにおける最重要領域と、金融工学分野の
基礎となる“Mathematics”， “Statistics”， “Econometrics”等で構成される。選択科目についても金融派生商品、
リスク・マネジメント等に関する先端的な科目が設置されている。

（3）アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）
　早稲田大学は、「学問の独立」の教育理念のもとで、一定の高い基礎学力を持ち、かつ知的好奇心が旺盛で、本
学の理念である進取の精神に富む、勉学意欲の高い学生を、わが国をはじめ世界から多数迎え入れる。
　大学院経営管理研究科入学者は本研究科を修了した後、将来のビジネスリーダー・経営幹部およびマネジメント・
ファイナンス分野のプロフェッショナルとして、修得した高度な専門知識・能力・倫理観を通じて国際社会に広く
貢献することを期待する。
　どのようなバックグラウンドを有する人であれ、本研究科のカリキュラム・ポリシーに賛同し、自己の将来に向
けたビジョンを明確に描き、その実現に向けて意欲と情熱をもって継続的な努力を惜しまない人を受け入れる。昼
間主の全日制グローバル、MSc in Finance の２つのプログラムは実務経験を必須の条件とはしない（全日制グロー
バルにおいては 3 年以上の実務経験を有することが望ましい）が、1 年制総合、夜間主総合、夜間主プロフェッショ
ナルの３つのプログラムは3年以上、早稲田-ナンヤンダブルMBAプログラムは2年以上の実務経験が必要である。
これは、自らの実務経験をバックグラウンドとして、これに高度な理論と先端的な研究成果を授けることにより専
門職業人となることが期待されているためである。

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
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3．プログラム紹介

　早稲田大学大学院経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）では、グローバルな環境下での将来のビジネス
リーダー・経営幹部およびマネジメント・ファイナンス分野の専門を究めたプロフェッショナルを育成することを教
育目標として、次のプログラムを提供します。
＊�全日制のプログラム（全日制グローバル、1 年制総合）はフルタイムを前提としたプログラムとして設計されてい

るため、就業しながら通学することを想定しておりません。

全日制グローバル（４月入学・９月入学）
フルタイムで 2 年間学び、グローバルマインドを備えたビジネスリーダーとなることを目指すプログラムです。

日本語科目と英語科目の両方をバランスよく提供します。日本語生（主に日本語で学ぶ学生）は 4 月入学、英語生（主
に英語で学ぶ学生）は 9 月入学となります。日英科目（日本語生と英語生が一緒に学ぶ授業）や海外で開講される
集中授業なども提供します。入学後に配属されるゼミおよび 2 年次の研究指導を通じて、専門職学位論文を作成し
ます。「言語科目」として語学学習科目を履修することや、コア科目を日本語生は英語、英語生は日本語で履修す
ることを推奨しています。

１年制総合（全日制）
総合プログラムのインテンシブ版として位置づけられる、1 年間の集中プログラムです。MBA の必修コア科目（７

科目）と、選択必修コア科目（３科目以上）を中心に、1 年間フルタイムで集中的に学習します。日本語での科目
履修に加え、グローバルプログラムに設置されている英語科目を履修することも可能です。入学後に配属されるゼ
ミでは今後のビジネスで活きる＋αの得意領域を修得し、その成果をプロジェクト研究論文としてまとめます。こ
のプログラムは、ほとんどの授業を同じ仲間とともに履修しますので、より濃密な Learning Community の形成
が可能なプログラムです。

夜間主総合
マネジメントの総合能力に加え、自身の「強み」となる得意領域を手に入れることができる 2 年間のプログラム

です。授業は平日夜間および土曜日に開講されます（平日 18：30 ～ 22：00、土曜日 8：50 ～ 20：35）。
1 年次は MBA に関する必修コア（7 科目）と選択必修コア（3 科目）を中心とした履修を通して、幅広い分野

の知識を深めます。2 年次に移行する際にゼミの選考が行われ、2 年次からのゼミ履修および研究指導を通じて、
＋αの得意領域となるべき分野に関するプロジェクト研究論文を作成します。広範な知識と専門性をバランスよく
追究したい人に最適なプログラムです。

夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修・ファイナンス専修）
スペシャリティを武器に経営幹部となることを目指す人、および財務・金融のスペシャリストを目指す人に向け

た 2 年間のプログラムです。授業は平日夜間および土曜日に開講されます（平日 18：30 ～ 22：00、土曜日 8：50
～ 20：35）。究めたい専門領域が出願時にはっきりしている志願者向けのプログラムで、専門領域別のモジュール
制で運用されます。マネジメント専修の学生は、出願時に選択したモジュールによって決定しているゼミおよび 2
年次の研究指導を通じて、専門職学位論文を作成します。ファイナンス専修には、複数教員が共同で指導するファ
イナンスモジュールが設置され、1.5 年にわたる演習と 2 年次からの研究指導を通じてプロジェクト研究論文を作
成します。

MSc in Finance（全日制）
ファイナンス理論をコアとして、企業活動等において必要となる知識、技能を備えたグローバルに活躍する人材

を育成するプログラムです。本プログラムでは修了に必要なすべての授業・演習（ゼミ）を英語で行います。ファ
イナンスに関する基礎的な知識から高度な専門知識、先端的な理論までを体系的に修得できるカリキュラムを編成
しています。

早稲田ーナンヤン ダブル MBA（全日制）
アジアのビジネス拠点であるシンガポールと東京で学び、国際派ビジネスパーソンとしての能力アップを狙う 14 か

月間のプログラムです。コア科目は主にナンヤン理工大学、選択科目は主に当研究科が提供します。ゼミは 3 学期目の
5 か月の東京滞在期間に行い、Japan Industry Studies（JIS）Paper を作成します。
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４．受験要領

■ 入学試験の種類　出願後は入学時期、プログラムの変更等は一切認めません。

全日制グローバル １年制
総合

夜間主
総合

夜間主プロフェッショナル MSc in 
Finance

早稲田−
ナンヤン

ダブルＭＢＡ４月入学 ９月入学 マネジメント
専修

ファイナンス
専修

一般入試
秋募集 ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ―
冬募集 ○ ― ○ ○ ― ○ ― ―

企業派遣
入試

秋募集 ○ ― ○ ― ― ○ ― ―
冬募集 ○ ― ○ ― ― ○ ― ―

事業承継者
入試

秋募集 ○ ― ― ― ― ― ― ―
冬募集 ○ ― ― ― ― ― ― ―
春募集 ― ＊ ― ― ― ― ― ―

ＡＯ入試 ― ＊ ― ― ― ― ＊ ※ ＊
「＊」本入試要項に詳細は記載されていません。　
「―」対応する入試はありません。
「※」 �MSc in Finance においてもＡＯ入試の中で企業派遣入試を実施します。詳細については、当研究科事務所へ 

お問い合わせください。

【一般入試】

対象プログラム：全日制グローバル（４月入学のみ）、1 年制総合、夜間主総合、

　　　　　　　　夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修・ファイナンス専修）

選考方式　　　：【第一次選考】書類審査、筆記試験（小論文）※

　　　　　　　　※�ただし、2024 年度入学者選抜では、第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。代替

措置として、エッセイ課題の提出を出願時に課します。

　　　　　　　　【第二次選考】面接

日本語を主な履修言語とするプログラムを対象とした入試方式です。出願時に志望プログラムを１つ選択していた

だき、プログラム別に選考を行います。夜間主プロフェッショナルについてはマネジメント専修またはファイナンス

専修を選択、マネジメント専修については更に志望モジュールを１つ選択していただき、志望専修・志望モジュー

ル別に選考を行います。全日制グローバル・１年制総合・夜間主総合・夜間主プロフェッショナル（ファイナンス専修）

では、入学後（夜間主総合は２年次）にゼミを選択しますが、夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修）で

は出願時に志望したモジュールにより、入学後に所属するゼミが決定します。出願後のプログラム・専修・モジュー

ルの変更はできません。対象プログラムのうち、夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修）は秋募集のみ、そ

の他のプログラム（夜間主プロフェッショナル・ファイナンス専修を含む）については秋募集・冬募集を実施します。

【企業派遣入試】

対象者（出願条件）：�証券取引所上場企業およびそれに準じる企業、公的機関（※）が志願者の在学期間中の学費

を全額負担することが出願の時点において確定しており、志願者の当研究科への派遣につい

て強い推薦を得ている者。（一部負担は対象外となります。）

　　　　　　　　　 ※�証券取引所上場企業に準じる企業、公的機関として、本入試制度で出願をしたい場合は、必ず

事前に当研究科（wbs-admissions@list.waseda.jp）にお問い合わせください。

対象プログラム：全日制グローバル（４月入学のみ）、１年制総合、

　　　　　　　　夜間主プロフェッショナル（ファイナンス専修のみ）、MSc in Finance

選考方式　　　：【第一次選考】書類審査、筆記試験（小論文）※

　　　　　　　　※�ただし、2024 年度入学者選抜では、第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。代替
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措置として、エッセイ課題の提出を出願時に課します。

　　　　　　　　【第二次選考】面接

企業からの派遣により出願・入学する者が上記に定めるプログラムに出願する場合に適用される入試方式です。出

願書類として提出する Form 4「推薦書（派遣承諾書）」を加味して選考を行います。出願時に志望プログラムを

１つ選択していただき、プログラム別での選考を行います。出願後のプログラム・専修の変更はできません。対象

プログラムのうち、全日制グローバル、１年制総合、夜間主プロフェッショナル（ファイナンス専修）は、秋募集

および冬募集、MSc in Finance はＡＯ入試のスケジュールに沿って実施します。

【事業承継者入試】

対象者（出願条件）：親族等が企業を経営し、将来的にその企業を承継する予定の者。

対象プログラム：全日制グローバル（４月および９月入学）

選考方式　　　：（４月入学）�【第一次選考】書類審査、筆記試験（小論文）※ 

※�ただし、2024 年度入学者選抜では、第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しま

せん。代替措置として、エッセイ課題の提出を出願時に課します。

　　　　　　　　　　　　　 【第二次選考】面接

　　　　　　　　（９月入学）書類審査、筆記試験（小論文：英語）、面接（英語）

親族等が企業を経営し、将来的にその企業を承継する予定の者が全日制グローバルに出願する場合に適用される入

試方式です。出願書類として提出する Form 5「事業承継者選考申請書」および承継予定の企業経営者からの推薦

状（自由書式・要直筆署名、要厳封）に基づき、後継者・経営者としての資質を加味して選考を行います。４月入

学については秋募集・冬募集、９月入学については春募集を実施します。

※９月入学入試については本要項に記載されていません。以下の Web サイトにて確認してください。

　［URL］https://www.waseda.jp/fcom/wbs/en

【ＡＯ入試】

対象プログラム：全日制グローバル（９月入学）、MSc in Finance

選考方式　　　：書類審査

出願時の提出書類により総合的に審査を行う入試方式です。出願に際しては事前に GMAT または GRE を受験し、

そのスコアレポートを出願書類として提出する必要があります。

※ＡＯ入試については本要項に記載されていません。以下の Web サイトにて確認してください。

　［URL］�https://www.waseda.jp/fcom/wbs/en

■ 募集人数

プログラム名 募集人数
全日制グローバル   70 名
1 年制総合   20 名
夜間主総合   70 名
夜間主プロフェッショナル

（マネジメント専修とファイナンス専修の合計）   70 名

MSc in Finance   20 名
早稲田−ナンヤン ダブル MBA 若干名

計 255 名

※入試区分や入学時期によらず、各プログラムの一学年の募集人数となります。
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■ 出願資格
【「全日制グローバル」（４月入学）への出願資格】

以下の（1）①〜⑦のいずれかの要件を満たしている者。

全日制グローバルでは、原則として、常勤者として満 3 年以上の実務経験を有することが望ましいですが、出願

の必須条件ではありません。実務経験 3 年未満で出願される方は、所定のエッセイ（Form1-7、エッセイ 1）に必

要事項を記入してください。

【「１年制総合」「夜間主総合」「夜間主プロフェッショナル」の各プログラムへの出願資格】

以下の（1）①〜⑦のいずれか、および（2）の要件をともに満たしている者。

（1）①　大学を卒業した者、または 2024 年 3 月までに卒業見込みの者【注】
②　大学改革支援・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、または 2024 年 3 月までに授与さ

れる見込みのある者
③　外国において通常の課程による 16 年の学校教育を修了した者、または 2024 年 3 月までに修了見込

みの者
④　外国の大学やその他の外国の学校において、修業年限が 3 年以上である課程を修了することにより、

学士の学位に相当する学位を授与された者、または 2024 年 3 月までに授与される見込みのある者
	 （中国の３年制大学（専科）卒業生は該当しません）
⑤　文部科学大臣の指定した者
⑥　大学に３年以上在学し、または外国において学校教育における 15 年の課程を修了、または 2024 年 3

月までに修了見込みの者で、当研究科において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと
認めた者【注】

	 （中国の３年制大学（専科）卒業生は該当しません）
⑦　当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、2024 年 3 月までに 22 歳に達する者【注】

（2）当研究科入学までに、常勤者として満 3 年以上の実務経験を有する者

【注】

・上記（1）①、⑥の「大学」は、日本国内の大学を指します。

・日本語を母語としない方は、出願時に日本語能力試験 1 級または N1 に合格したことを証明するスコアレポート

の提出が必要です（16 ～ 17 ページ参照）。

・上記（1）⑥、⑦で出願しようとする者については、出願前に個別の入学資格審査を行いますので、以下の期日

までに当研究科事務所にお申し出いただき、その指示に従ってください（wbs-admissions@list.waseda.jp）。

入学資格審査申出期日　秋募集：2023 年 9 月 13 日（水）

　　　　　　　　　　　冬募集：2023 年 12 月 11 日（月）

・本大学（学校法人早稲田大学が設置する早稲田大学その他の学校をいう。以下同じ）の教員は、本大学の学籍を

有することができませんので注意してください。ただし、規約上認められている場合もありますので、不明点が

ある場合は所属箇所事務所を通じて本部にお問い合わせください。

・全日制のプログラムはフルタイムを前提としたプログラムとして設計されているため、就業しながら通学するこ

とを想定しておりません。

出願時に、本入試要項記載の出願資格を満たすために大学院入学資格取得見込の証明書を提出した方は、入
学手続時に、その資格取得を証明する書類を提出してください。入学試験に合格しても、入学までにその資
格取得の証明書を提出できない（大学院入学資格を満たすことができない）場合は、入学を認められません
ので注意してください。
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身体機能の障がいや疾病等により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、 
各出願期間開始の 1 か月前までに当研究科事務所（wbs-admissions@list.waseda.jp）にお問い合わせください。
また、大きな病気やけがのため、受験に支障をきたす恐れがある場合、あるいは出願後にそのような状態になっ
た場合も、速やかにお問い合わせください。

■ 選考日程
【重要】�今後、日程が変更となる可能性があります。変更が生じた場合は、当研究科Webサイトにてお知らせします。

入試区分 秋募集 冬募集
入学検定料納入期間 2023年  9月11日（月）～9月27日（水） 2023年12月  1日（金）～2023年12月25日（月）

出願期間 2023年  9月20日（水）〜9月27日（水）
締切日当日消印有効（国内から郵送の場合に限る）

2023年12月18日（月）〜2023年12月25日（月）
締切日当日消印有効（国内から郵送の場合に限る）

一次試験（小論文） 下欄［注意事項］参照 下欄［注意事項］参照
一次合格者発表 2023年11月  9日（木）午前10時 2024年  2月  8日（木）午前10時
二次試験（面接） 2023年11月26日（日） 2024年  2月25日（日）
合格者発表 2023年11月30日（木）午前10時 2024年  2月27日（火）午前10時

入学手続締切日 2023年12月15日（金）
※締切日必着

2024年  3月  7日（木）
※締切日必着

［注意事項］
1． 本年度は第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。ただし、筆記試験（小論文）の代替措置としてエッ

セイ課題の提出を出願時に課します。課題の内容および提出方法等は、出願受付開始日の 2 週間程度前に経営管
理研究科の Web サイト（https://www.waseda.jp/fcom/wbs）に掲載します。（17 ページ参照）

2． 夜間主プロフェッショナル・マネジメント専修は秋募集のみ実施します。
3． �秋募集と冬募集で 2 回出願することは可能ですが、同時期に複数のプログラムを併願することはできません（例

えば、秋募集で夜間主総合と夜間主プロフェッショナルの併願は不可）。
4． �秋募集で夜間主プロフェッショナル・マネジメント専修に合格し、入学手続きを完了した場合、冬募集で出願

することはできません。
5． �出願後は入学時期、履修プログラム・専修・モジュールの変更等は一切できません。
6． 第二次選考（面接）の面接時間の指定はできません。
7． �受験票の発送は、［秋募集］10 月中旬、［冬募集］１月中旬を予定しています。［秋募集］2023 年 10 月 17 日（火）、

［冬募集］2024 年 1 月 23 日（火）を過ぎても受験票が届かない場合は、当研究科事務所（wbs-admissions@
list.waseda.jp）までお問い合わせください。

■ 選考方法
【重要】�今後、選考方法が変更となる可能性があります。変更が生じた場合は、当研究科Webサイトにてお知らせします。

（1） 試験内容
　当研究科では、第一次選考および第二次選考を合格した志願者に対して、入学を認めています。第一次選考では
書類審査および筆記試験（小論文）※、第二次選考では面接試験を課しています。なお、第二次選考は、第一次選
考を合格した志願者のみ、受験することができます。
　本年度は第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。ただし、筆記試験（小論文）の代替措置としてエッ
セイ課題の提出を出願時に課します。課題の内容および提出方法等は、出願受付開始日の 2 週間程度前に経営管理
研究科の Web サイト（https://www.waseda.jp/fcom/wbs）に掲載します。

（2） 試験会場
　第二次選考は本学早稲田キャンパスで実施します。集合時刻・場所等の詳細については、第一次選考結果通知時
にお知らせします。
　特に海外等在住者は、早稲田大学で対面での面接が実施されることを前提として、出願をするようにしてください。
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（3） 注意事項

この「入学試験要項」では、携帯電話・スマートフォン・タブレット・PHS・スマートウォッチ等の通信機能を持っ

た機器をすべて含めて「携帯電話等」と表記しています。

基本的な感染予防対策（手洗い等の手指衛生や咳エチケット等）を徹底してください。なお、本学ではマスクの

着用は個人の判断に委ねます。マスクを着用している場合、写真照合の際にいったん外してもらうことがあります。

《受験上の注意事項》

① �受験票を必ず持参してください。

② 試験開始後（面接試験の場合は指定された集合時刻から）20 分を経過してからの入室は認めません。

③ �試験会場（控室を含む）では携帯電話等の電源を切り、かばんの中にしまってください（ポケット等に入れ

たままにすることも不可とします）。また、携帯電話等のアラーム機能は電源を切っても音が鳴ることがある

ので、必ずアラームの設定を解除した上で電源を切ってください。時計としての使用も認めません。

④ �電卓、計算・辞書機能など時刻表示以外の機能がついた時計の持ち込みは認めません。アラーム機能および

音声機能付きの時計は、それらの機能を解除しておいてください。

⑤ �参考書や辞書、PC の使用は認めません。試験会場（控室を含む）ではかばんの中にしまってください。ペッ

トボトル等の飲食物も、かばんの中にしまってください。

⑥ �試験終了まで退室することはできません。面接試験の場合、試験の進行状況の関係で、長時間お待ちいただ

くことがあります。

⑦ 受験の１週間程度前から体調管理と検温を徹底してください。

⑧ �学校保健安全法で出席の停止が求められている感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、麻疹、

風疹等）に罹患し治癒していない場合、他の受験生や監督員への感染の恐れがあるため、受験をご遠慮くだ

さい。なお、感染症の罹患を含む体調不良により欠席した場合でも、本学が特別な対応を公表した場合を除

いて、追試験の実施や検定料の返還は行いません。

⑨ �試験時間・試験会場の通知の際や、試験当日にも注意事項を伝達することがありますので、それらも遵守し

てください。

《その他留意事項（不正行為等について）》

　早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を定

めています。本学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。

１. �出願の際に本学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為

となることがあります。

２. 次のことをすると不正行為となることがあります。

① �カンニングをすること（試験時間中にカンニングペーパー・参考書等を隠し持つ・使用する、他の受験者の

答案等を見る、他の人から答えを教わる、身体、物品、机などにメモをする、メモを見るなど）。

② �筆記試験において、試験中に使用を認められていない物品を使用すること（机上に置くこと、身に着けるこ

とを含む）。

③ �筆記試験において、試験開始の指示の前に、問題冊子・解答用紙に触れること（冊子を開く、解答を始める、

裏面・余白などに書き込みを行うなど）。

④ 筆記試験において、試験終了の指示に従わず、筆記用具を持っていたり解答を続けたりすること。
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⑤ 試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。

⑥ 試験時間中に携帯電話等を身に付けること、使用すること。

⑦ 試験時間中に携帯電話等や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。

⑧ 試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。

⑨ 試験場において監督員等の指示に従わないこと。

⑩ 志願者以外の者が志願者本人になりすまして試験を受けること。

⑪ 解答用紙を持ち帰ること。

⑫ その他、試験の公平性を損なう行為をすること。

３. �不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。これらに応じない場合、不正行為を自認

したものとみなします。

・監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。

・別室または別席での受験を求めること。

・�本学に提出された書類・資料・論文および提供された情報等（「本提出書類等」といいます。）につき、その真

正性等について、本学が発行元・提供元および論文審査機関等に対して、本提出書類等を提供して問合せをす

ること。志願者は本提出書類等を本学に提出または提供したことをもって、本学がこの問合せを行うことに同

意したものとする。

４. 不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。

・当該年度における本学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。

・当該年度における本学の全ての入学試験の結果を無効とすること。

なお、入学後に不正行為と認められた場合は、本学規程に基づき退学を含む懲戒処分の対象となることがあります。

《早稲田大学入学試験実施に際して》

◆ 不可抗力による事故等について

　台風、洪水、地震、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等や交通機関の乱れが発

生した場合、試験開始時刻および終了時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、

それに伴う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については一切責任を負いません。
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■ 出願手続
①出願方法

　出願はすべて郵送により、出願締切日まで随時受け付けます。書類を各出願締切日（※国内から郵送する場合は

締切日当日消印有効）までに当研究科入試係へ到着するように送付してください。

　出願書類はすべて郵送により提出してください。当研究科事務局窓口への提出は受け付けません。

　出願書類を受領した旨の連絡はしませんので、ご自分で書留引受番号により到着を確認してください。

≪日本国内から送付する場合≫

　市販の封筒（角型 2 号サイズ）に出願書類一式を封入し、オンライン出願システムから出力される宛名ラベルを

貼り付け、必ず「簡易書留郵便」で送付してください。なお、出願締切日が近いときは「簡易書留・速達郵便」に

て送付してください。

≪日本国外から送付する場合≫

　EMS（Express Mail Service）などで、出願締切日までに到着（必着）するように次の宛先へ送付してください。

【出願書類宛先】

〒 169-8050

東京都新宿区西早稲田 1 － 6 － 1

早稲田大学大学院経営管理研究科　入試係

②入学検定料納入方法

　出願に際して、入学検定料 35,000 円の納入が必要です。入学検定料の納入は必ず出願前に行ってください。入

学検定料を納入していない方の出願は受け付けません。

　入学検定料納入は、以下のいずれかの方法で行ってください。

A．日本国内の所定のコンビニエンスストアで納入

B．クレジットカード・中国オンライン決済で納入【注】

【注】�決済代行会社のサービス終了にともない、アリペイでの納入はできませんのでご注意ください。

・支払いは、入学検定料納入期間内の土・日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。

・ただし、納入期限日の e- 支払いサイトでの申込みは 23 時 00 分まで、コンビニエンスストア店頭の情報端末で

の支払手続は 23 時 30 分までとなります。

・  e- 支払いサイトでの申込みの際は、カテゴリ選択で「経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）」を選択

していることを必ず確認してください。

・クレジットカード・銀聯カードでの支払いの場合は、支払最終日 23 時 00 分（日本時間）までにカード決済を完了

させてください。

・支払最終日は、出願書類の提出時間を考慮して納入手続を行ってください。

A．日本国内の所定のコンビニエンスストアから納入する場合

・	入学検定料は、27 ページに記載の「コンビニエンスストアでの検定料払込方法」に従い、事前に e- 支払いサイ
ト（https://e-shiharai.net/）にて支払いの番号を取得した後、所定のコンビニエンスストア店頭にある情報端末
から支払ってください。支払い終了後、レジより受け取る「入学検定料・選考料取扱明細書」の収納証明書部分
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を切り取って入学願書 Form 2 の所定欄に貼り付け、出願書類とともに提出してください。
・	コンビニエンスストアでの支払いに際しては、家族・知人が代理で手続をする場合でも、必ず情報端末に志願者

本人の情報を入力するようにしてください。
・	お住まいの地域に所定のコンビニエンスストアが無い等の事情によりコンビニエンスストアでの支払いが困難で

ある場合には、事前に当研究科事務所（wbs-admissions@list.waseda.jp）までご連絡ください。

B．クレジットカード・中国オンライン決済で納入する場合

【注】�決済代行会社のサービス終了にともない、アリペイでの納入はできませんのでご注意ください。

・	 28 ページに記載の「クレジットカード・銀聯カードでの検定料支払方法」に従い、e- 支払いサイト（https://
e-shiharai.net/card/）にて支払ってください。

・	支払い終了後、「照会結果」（決済情報・氏名・生年月日等が記載されている画面）を印刷し、出願書類に同封し
てください。

・	支払いに使用するカードは、志願者以外の名義でも構いません。ただし、家族等が代理で手続をする場合でも、 
「基本情報」には必ず志願者本人の情報を入力してください。

③出願上の注意

・	送付された書類およびお支払いいただいた入学検定料は、原則として返還できません。ただし、以下のケースに
該当する場合には、入学検定料に限り返還いたします（なお、検定料支払時の事務手数料は返還しません。クレジッ
トカードにより納入された場合や、日本国外の金融機関口座へ返還する場合、返還に伴い発生する手数料等は志
願者の負担となります）。該当する方は当研究科事務所（wbs-admissions@list.waseda.jp）までご連絡ください。
▶入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。
▶入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類が到着した。
▶入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由により、

出願が受理されなかった。
・	出願書類に不備があった場合は、原則として出願を受け付けません。受験できないことがありますので十分注意

してください。また、当研究科からメールや電話で連絡があった場合は、速やかにその指示に従ってください（迷
惑メールに振り分けられることがありますので、迷惑メールフォルダも随時確認をしてください）。

・	出願の際に当研究科に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行
為とみなし、入学試験の結果を無効とすることがあります。なお、その場合も提出された書類・資料等および入
学検定料は返還しません。

・	出願後は入学時期、プログラムの変更等は一切認めません。
・	出願後に住所・電話番号・E メールアドレス等を変更した場合は、速やかに当研究科事務所（wbs-admissions@

list.waseda.jp）までご連絡ください。
・	外国籍の方で留学ビザを申請する必要がある場合は、ビザ取得の関係上、秋募集での出願を推奨します。冬募集

で合格した場合、入学までに留学ビザの取得が間に合わない可能性が高くなります。
・	今後、やむを得ず入学試験の実施内容（出願期間・試験日程・試験内容・合格発表日など）に変更が生じる場合

があります。その際は、経営管理研究科 Web サイトにてお知らせしますので、随時確認するようにしてください。
なお出願開始後に何らかの変更が生じた場合は、当該志願者に対して E メールで連絡することがありますので、
出願後は随時メールも確認するようにしてください。
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■ 出願書類
　志願者は、オンライン出願システムにて志願者情報とエッセイを入力し、オンライン上で出願書類を作成しま

す。志願者情報等を入力する際は、履修言語である日本語で入力してください。志願者情報の登録が完了すると、

PDF 形式の出願書類がダウンロードできるため、内容を確認の上、A4 サイズの用紙に印刷してください。出願書

類の中には、志願者が手書きで記入する書類があるため、必要に応じて作成してください。

【出願書類の種類】

Form 番号 内　　容 書類作成方法 備　　考

1-1 ～ 1-10

志願者情報（Form 1-1 ～ 1-6）
（志望プログラム、連絡先、学歴、職歴
 語学能力・資格等）
エッセイ（Form 1-7 ～ 1-10）

オンライン
出願システム

Form 1-1 の所定欄に顔写真
貼付
Form 1-10 の所定欄に直筆署
名

2 入学検定料収納証明書・写真票 PDF 様式を出力 所 定 欄 に 顔 写 真（Form 1-1
と同一のもの）貼付

3 早稲田大学ビジネススクールアンケート オンライン
出願システム

4 推薦書（派遣承諾書） PDF 様式を出力 企業派遣入試のみ

5 事業承継者選考申請書 オンライン
出願システム

事業承継者入試のみ
�承継予定の企業経営者からの
推薦状の提出必須

6 提出書類返却依頼書 PDF 様式を出力 該当者のみ
7 早稲田大学検定料免除措置申請書 PDF 様式を出力 該当者のみ
8 留学にかかる経費負担計画書 PDF 様式を出力 該当者のみ

9 予約型奨学金申請書 オンライン
出願システム

該当者のみ
（�全日制グローバル志願者の

み対象）

各自で準備が
必要な書類

A

大学以降の卒業証明書【原本】
（在学中の場合は卒業見込証明書） － 大学入学以降すべて

卒業証明書、成績証明書は 
全員必須大学以降の成績証明書【原本】 －

大学以降の学位取得証明書【原本】
（在学中の場合は学位取得見込証明書） － 中国の大学を卒業した場合は

必須
B 取得した資格・検定試験成績等の証明書 － 該当者のみ

C 日本語能力試験 1 級または N1 に合格し
たことを証明するスコアレポート － 日本語を母語としない方は必須

D
英語能力を証明する書類

（�TOEFL,TOEIC,IELTS のいずれかの試
験のスコアレポート）

－ 該当者のみ

E Online Verification Report of Higher 
Education Qualification Certificate － 中国の大学を卒業した場合は

必須

F 改姓証明書または申告書 －
改姓等により入学願書と証明書
の氏名が異なる場合は、戸籍
抄本等の証明書、またはその旨
の申告書（書式自由）を提出

G パスポートのコピー －
外国籍の方で保有している場
合は、写真の貼付されたページ
を提出

H 在留カードのコピー － �日本における在留資格を有す
る方は提出

I エッセイ課題 － 全員必須

※�書類作成方法が「オンライン出願システム」の書類は、オンライン出願システム上で志願者情報を入力し、入力完了後
に書類を印刷してください。

※�書類作成方法が「PDF 様式を出力」の書類は、オンライン出願システム上でのデータ入力はありません。オンライン出
願システム上で表示される PDF 様式を印刷し、必要事項を黒インクペンまたはボールペン等で記入してください（フリ
クション等の文字が消せるペンは使用不可）。

※ Form 4 ～ 9 の様式については、下記の Web サイトからもダウンロードすることができます。
　〔URL〕https://www.waseda.jp/fcom/wbs/applicants/admission
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【出願の流れ】

手順１．卒業証明書・成績証明書などの手配
出願に際しては大学以降の卒業証明書・成績証明書の「原本」が必要になります（中国の大学を卒業し学
士の学位を取得した場合は「学位取得証明書」の原本も必要です）。特に海外の大学などは発行に時間を要
する場合がありますので、早めに手配をするようにしてください。（16 ページ A. 参照）

手順２．オンライン出願システムにて志願者情報およびエッセイを入力
WBS オンライン出願システム URL:　https://e-apply.jp/e/wbs/

上記 URL にアクセスし、オンライン出願システムのログイン ID を取得します。「初めての方はこちらでロ
グイン ID を取得してください」と書かれた赤色のボタンをクリックし、入試区分と志願者情報を入力して
ログイン ID を取得します。
取得した ID でログインした後は、画面の要領に従って必要事項を入力します。

「1. 志願者情報 A（ID 取得時に入力した情報が反映済）」、および「2. 志願者情報 B」のタブを選択して各
項目（学歴、実務経験、資格・検定試験成績、その他、エッセイ、アンケート）に必要事項を入力し、入
力内容を確認してください。入力内容に問題がなければ、「4. 出願申請」タブを選択し、出願申請ボタンを
クリックすると Web エントリーが完了します。

【注意】
・「出願申請」ボタンを押した後に内容を変更することはできません。出力した PDF の内容に誤りがあっ

た場合は、改めて ID を取得してください。
・ログイン ID は 1 回の出願ごとに 1 つずつ取得する必要があります。異なるプログラム / 出願時期で再度

出願する場合は、改めて ID を取得してください。

手順３．PDF 形式の出願書類を印刷
「5. PDF 出力」タブを選択します。PDF 出力ボタンをクリックして、PDF 形式の出願書類をダウンロード
してください。内容を確認の上、各自で A4 サイズの用紙に印刷（片面印刷）します。
Form1-1、Form2 の所定の欄に顔写真を貼り付けてください（顔写真の要件は 15 ページ参照）。また、
Form1-10 の所定の欄に署名を記入してください。顔写真貼付後、Form1-1 〜 Form1-10 はコピーを 3 部作
成してください（コピーはカラー・白黒いずれも可）。オリジナル 1 部、コピー 3 部の合計 4 部を提出して
ください。

手順４．その他必要書類の準備・作成
卒業証明書、成績証明書や資格・検定試験の証明書など、その他の必要書類を準備します。また、手順 3
で出力される PDF 形式の申請書等について、必要に応じて手書きで作成します。
卒業証明書、成績証明書や資格・検定試験の証明書はコピーを 3 部作成してください（コピーはカラー・
白黒いずれも可）。オリジナル 1 部、コピー 3 部の合計 4 部を提出してください（17 ページ重要欄参照）。

手順５．入学検定料の納入
27 〜 28 ページに記載の入学検定料納入方法に従い、入学検定料を納入します。

手順６．出願書類の提出
11 ページに記載の出願手続に従い、全ての出願書類をそろえて当研究科入試係へ郵送してください。

【出願書類作成にあたっての注意事項】
⑴　オンライン出願システムによる書類について

Form1-1 〜 1-10　志願者情報・エッセイ

・Form1-1 〜 Form 1-10 を順番で重ねて左上をホチキスで留めた形で、オリジナル 1 部、コピー 3 部の合
計 4 部を提出してください。

・Form1-10 の所定欄に、署名およびサインした日付を記入してください。
・Form1-1 の所定欄に、顔写真を貼り付けてください。
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【顔写真の要件】
１．�出願時から 3 か月以内に撮影したカラー写真（タテ 4cm ×ヨコ 3cm（枠なし）・上半身・正面・無帽・

無背景・枠なし・写真用紙に印刷されたもの）を用意し、裏面に氏名を記入のうえ、所定欄に全
面糊付けしてください。なお、入学手続時には出願時と同じ写真のデータ版をアップロードするこ
ととなりますので、データ版（JPEG 形式）もあらかじめ取得し、大切に保管しておいてください。

２．�マフラーやサングラスなどを着用したままで撮影された写真は受け付けません。ただし、医療上、
宗教上の理由で帽子等を着用した写真を提出したい場合は、出願に先立ち、お問合せください。

３．�顔写真は、試験当日の本人確認として使用しますので、スナップ写真等の不鮮明な写真や、髪型
の違い等により個人の判別・本人確認が困難な写真は受け付けません。

４．�スマートフォン等で個人が撮影・印刷した写真は受け付けません。必ず証明写真（スピード写真
可）で撮影してください。

５．�入学手続時に学生証用の写真を別途アップロードすることとなりますが、その際は出願時と同じ
写真を使用してください。なお入学手続時にアップロードした写真は学生証のほか、学内諸手続
における本人確認および学内の各種 Web サービス等に本人情報として登録しますので、あらか
じめご了承ください。

・GPA の記入欄は、出身大学に GPA の制度が無かった場合は空欄のままで構いません。
・学歴および実務経験の記入欄が不足する場合は、別紙に記入し、提出してください。
・「8．その他資格・検定試験成績等」に記載した内容について、証明書等のコピーを必ず添付してください。

※全日制グローバルへ志願する方は、英語能力証明書（TOEFL, TOEIC（Listening & Reading）, IELTS）
を提出することを推奨します。

Form2 入学検定料収納証明書・写真票

・コンビニエンスストアで入学検定料を納付された場合、「入学検定料・選考料取扱明細書」の収納証明書
を所定欄に貼り付けて提出してください。

・クレジットカードで入学検定料を納付された場合、「照会結果」画面（決済情報・氏名・生年月日等が記
載されている画面）を印刷し、出願書類に同封してください。

・写真票の所定欄に Form1-1 と同じ写真を貼り付けてください。
Form3 早稲田大学ビジネススクールアンケート

・今後の入試広報活動の参考とさせていただきますので、アンケートにご協力ください。なお、合否とは一
切関係ありません。

Form4 推薦書（派遣承諾書）

・企業派遣入試の志願者は提出必須です。（適用プログラム :「全日制グローバル」「1 年制総合」「夜間主プ
ロフェッショナル（ファイナンス専修）」）

・企業派遣入試以外の志願者は提出することは認められません。
Form5 事業承継者選考申請書

・事業承継者入試の志願者は提出必須です。（適用プログラム :「全日制グローバル」）
・承継予定の企業を経営する方（またはそれに相当する方）からの推薦状も必ず提出してください（志願者

の学力、能力、人柄および特記すべき事項について記載したもの。書式自由、要直筆署名、要厳封）。
Form6 提出書類返却依頼書

・提出書類は原則として返却しませんが、学位記等の原本など再発行が不可能な書類を提出し、返却が必要
な場合のみ申請してください。

Form7 早稲田大学検定料免除措置申請書

・対象国の国籍を持つ方に本制度が適用されます。詳細は 26 ページをご確認ください。
Form8 留学にかかる経費負担計画書

・外国籍で、入学試験合格後に「留学」の在留資格を申請希望の方は提出必須です。
・当研究科に留学する間（2 年間）の総費用の支出元を明記してください。奨学金受給者は受給証明書を添

付してください。2 年間の総費用目安は、学費および生活費を含めて約 6,000,000 円です。
Form9 予約型奨学金申請書

・全日制グローバルで予約型（入学前）奨学金を希望する方は提出してください。あわせて、TOEIC（Listening 
& Reading）800 点以上のスコアを必ず提出してください（提出が無い場合は選考対象外となります）。
※予約型（入学前）奨学金の詳細は 22 ページをご確認ください。
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⑵　志願者が準備する書類について
Ａ．大学以降の卒業証明書、成績証明書（原本）

・日本語または英語で書かれた原本を提出してください。また、卒業証明書と成績証明書のコピーも３部提出し
てください（17 ページ重要欄参照）。やむを得ない場合を除き、学位記（修了証書）の提出は承っておりません。

・大学院修了者は、学部と大学院の両方について卒業証明書と成績証明書を提出してください。
・編入学を経て卒業した場合は、卒業時と編入学前の両方の成績証明書を提出してください（短期大学から大学、

専門学校から大学に編入した場合も同様です）。
・出身大学や自国政府から英文または和文の証明書が発行されない場合は、自身で翻訳文を用意し、大使館や自

国公証処などが発行した、その翻訳文が正しいことを証明する「公正証書」を添付してください。
・証明書は封をしないでください。
・①卒業証明書もしくは②成績証明書に入学年月日、卒業年月日が記載されていることを確認してください。
・①卒業証明書と②成績証明書が一体となった証明書も受け付けます。
・出願時に大学や大学院に在学中で卒業証明書が出せない場合は、卒業見込証明書を提出してください。
・改姓等により入学願書と証明書の氏名が異なる場合は、戸籍抄本等の証明書、もしくはその旨の申告書（書式

自由）を提出してください。なお、申告書（書式自由）を提出した場合は、入学手続時に戸籍抄本等の証明書
を提出していただきます。

・早稲田大学に在籍したことがある場合（在学中も含む）は、どのような形態の在籍であっても、必ず在籍を証
明する証明書を提出してください（例：科目等履修生、退学者）。

【重要：中国の大学を卒業した場合】

中国の大学を卒業した方は、次のように対応してください。
1　�「卒業（見込）証明書」「成績証明書」原本に加え、「学位取得（見込）証明書」原本も提出してください。
（注）�中国の大学が発行する証明書について、「証明書」と「証書」は異なります。当研究科に提出いた

だく証明書は、大学が何度でも発行できる「卒業証明書」「成績証明書」「学位取得証明書」であり、
再発行できない「卒業証書」や「学位記」ではありませんのでご注意ください。

2　�出願前に CHSI（中国高等教育学生信息网）から申請し、以下のいずれかの認証書（英文）を CSSD
（CHESICC）から当研究科事務所（wbs-admissions ＠ list.waseda.jp）へメールで直送されるよう必
ず手配してください。
既卒者…英文の「Online Verification Report of Higher Education Qualification Certificate」
卒業見込者…英文の「Online Verification Report of Student Record」

詳細については、CSSD（CHESICC）の Web サイト（https://www.chsi.com.cn/en/）を確認してください。
必ず出願期間締切日までに本学に認証書が届くよう、余裕をもって準備してください。CSSD（CHESICC）
から直接メールで届く、英語版の認証書のみ有効とします。

Ｂ．�取得した資格・検定試験成績等の証明書（コピー可）
・オンライン出願システムには、受験に際してアピールしたい資格を上限３つまで記載してください。
・志願者情報に入力した資格・検定試験の成績等を証明する証明書を提出してください。
・有効期限が定められている証明書については、出願締切日時点で有効なものを提出してください。
・証明書原本（コピー可）に加えて、別途、コピーも 3 部提出してください（17 ページ重要欄参照）。 

提出書類は返却しかねますので、原本が必要な場合はコピーをご提出ください。

Ｃ．日本語能力試験（JLPT）１級または N1 に合格したことを証明するスコアレポート（コピー可）
・日本語を母語としない方は出願時に必ず提出してください。ただし、高等教育機関（大学以上）において日本

語を主な履修言語として学位を取得した場合（取得見込みも含む）は提出不要です。
・学習言語として日本語を学んだ場合は、日本語能力試験（JLPT）のスコアレポートの提出は必須となります。
（例：日本語学部で日本語を学習した場合など。）
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・外国籍かつ日本語を母語とする方は、その旨を示した「申告書」（書式自由）を提出してください。
・�スコアレポートの原本（コピー可）に加えて、別途、コピーも 3 部提出してください（17 ページ重要欄参照）。 

提出書類は返却しかねますので、原本が必要な場合はコピーをご提出ください。

Ｄ．英語能力を証明する書類（TOEFL, TOEIC, IELTS のいずれかの試験のスコアレポート）（コピー可）
・全日制グローバルへ出願する方は、英語能力証明書を提出することを推奨します。なお、Form 9 で経営管理

研究科専門職奨学金を申請した方は、TOEIC（Listening & Reading）800 点以上のスコアを必ず提出してく
ださい。

・英語能力証明書（TOEFL, TOEIC（Listening & Reading）, IELTS）は出願締切日から 2 年以内のものを提出
してください。なお、2024 年度入学者選抜から、自宅受験が可能な試験（例： TOEFL iBT Home Edition, 
TOEFL iBT Paper Edition, IELTS Online など）は受付不可となりましたのでご注意ください。

・スコアレポートの原本（コピー可）に加えて、別途、コピーも 3 部提出してください（17 ページ重要欄参照）。 
提出書類は返却しかねますので、原本が必要な場合はコピーをご提出ください。

Ｅ．Online Verification Report of Higher Education Qualification Certificate

・中国の大学を卒業した場合、出願前にCHSI（中国高等教育学生信息网）から申請し、以下のいずれかの認証書（英
文）をCSSD（CHESICC）から当研究科事務所（wbs-admissions ＠ list.waseda.jp）へメールで直送されるよう必
ず手配してください。
既卒者…英文の「Online Verification Report of Higher Education Qualification Certificate」
卒業見込者…英文の「Online Verification Report of Student Record」

詳細については、CSSD（CHESICC）の Web サイト（https://www.chsi.com.cn/en/）を確認してください。必ず出
願期間締切日までに本学に認証書が届くよう、余裕をもって準備してください。CSSD（CHESICC）から直接メール
で届く、英語版の認証書のみ有効とします。

Ｆ．改姓証明書または申告書

・改姓等により入学願書と証明書の氏名が異なる場合は、戸籍抄本等の証明書（在籍時の氏名と現在の氏名の両
方が記載されているもの）、もしくはその旨の申告書（書式自由）を提出してください。なお、申告書（書式自由）
を提出した場合は、入学手続時に戸籍抄本等の証明書を提出していただきます。

Ｇ．パスポートのコピー（写真の添付されたページ）
・外国籍の方で保有している場合は提出してください。

Ｈ．在留カードのコピー（表面および裏面）
・日本における在留資格を有する外国籍の方は提出してください。

Ｉ．エッセイ課題

・本年度は第一次選考の筆記試験（小論文）は実施しません。ただし、筆記試験（小論文）の代替措置としてエッ
セイ課題の提出を出願時に課します。課題の内容および提出方法等は、出願受付開始日の 2 週間程度前に経営
管理研究科の Web サイト（https://www.waseda.jp/fcom/wbs）に掲載します。指示に従って課題を作成し、
出願書類に同封してください。コピーを 3 部作成し（オリジナルを入れると計 4 部）、Form1-10 のすぐ後ろに
セットし、Form1-1 ～ 1-10 と一緒にホチキス留めしてください。

【重要】
「A. 大学以降の卒業証明書、成績証明書」、「B. 取得した資格・検定試験成績等の証明書（※提出者のみ）」、「C. 日
本語能力試験１級または N1 に合格したことを証明するスコアレポート（※提出者のみ）」、「D. 英語能力を証
明する書類（※提出者のみ）」については、オリジナル１セット（クリップ留め）に加えて、各書類をコピー
してホチキス留めした３セットの、合計４セットを提出してください。
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■ 合格者発表・入学手続締切日

募集区分 選考区分 合格者発表日 入学手続締切日

秋募集
第一次選考 2023 年 11 月 9 日（木）

第二次選考 2023 年 11 月 30 日（木） 2023 年 12 月 15 日（金）
※締切日必着

冬募集
第一次選考 2024 年 2 月 8 日（木）

第二次選考 2024 年 2 月 27 日（火） 2024 年 3 月  7 日（木）
※締切日必着

　合格者発表日の午前 10 時に当研究科 Web サイト（https://www.waseda.jp/fcom/wbs/）にて合格者の受験番
号を発表します（掲示板による発表はありません）。
　第一次選考合格者には第二次選考の案内、第二次選考合格者には「入学手続書類」を発送します。発表日より４
日経っても合格通知が届かない場合は、当研究科事務所（wbs-admissions@list.waseda.jp）に連絡してください。
なお、合否結果について、電話、メールなどによる照会には一切応じません。また、出願後は入学時期、履修プロ
グラム・専修・モジュールの変更等は一切できません。

【追加合格者発表（夜間主プロフェッショナル・マネジメント専修のみ）】

　夜間主プロフェッショナル・マネジメント専修では、入学手続の結果、欠員が生じた場合に追加合格者の発表を
行う場合があります。該当する方には、2023 年 12 月 21 日（木）までに当研究科から個別に連絡します。

5．入学手続

　入学手続締切日までに「入学手続金（入学金および初年度第 1 学期目の学費・諸会費）の納入」「入学手続情報の登録」
および「入学手続書類の送付」のすべてを完了することで入学手続完了となります。なお、締切日までに入学手続金

の納入、入学手続情報の登録、入学手続書類の送付が確認できない場合は、入学資格を失いますので十分注意してく

ださい。

【入学手続書類】　
（1）本学が交付する書類
（2）住民票
（3）出身大学の卒業証明書および成績証明書原本（卒業見込で出願した場合のみ）
（4）改姓証明書（該当者のみ）
（5）その他当研究科が必要と定めた書類
・詳細については、第二次選考合格者へ送付する『入学手続の手引き』をご参照ください。
・入学手続きの際、学生が学修研究活動を遂行していく上で本学と連携し、学生を指導・支援する立場の方を「保

護者等」として指定いただく予定です（合格者の年齢に関係なく、保護者等を立てていただく必要があります。
専業主婦（夫）や無職の方、外国籍の方や国外在住の方でも差し支えありません）。入学手続期間中に保護者等
となる方の同意が得られるように準備をお願いします。

・入学手続情報の登録の際は、受験ポータルサイト UCARO（ウカロ）のシステムを利用する予定です。入学手続
きを進めるにあたっては、UCARO の会員登録（無料）が必要となりますのでご留意ください。操作方法等の詳
細は『入学手続きの手引き』にてお知らせします。

・入学手続時には、出願時と同じ顔写真のデータ版をアップロードする必要があるので、データ版（JPEG 形式）
もあらかじめ取得し、大切に保管しておいてください（15 ページ参照）。

・当研究科では対面形式で授業が行われていますが、授業の一部でオンデマンドコンテンツを視聴いただいたり、
オンライン形式でガイダンス等が実施される場合があります。PC および、常時接続の安定したネットワーク環
境の準備をお願いします。
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6．入学金・学費・諸会費　【注】2024 年度入学者より、学費額が変更となります。

　2024 年度入学者の入学金・学費・諸会費は各プログラム別に以下の通りです。なお、本学の学部、大学院、専攻

科の卒業、修了または退学者が再度本学に入学する場合、入学金が免除されます。その他、一部の科目履修において

別途費用が必要となる場合があります。

■全日制グローバル、MSc in Finance�  　（単位：円）

年　

度
納入期 入学金

学  費 諸 会 費

合　計
授業料 学生健康

増進互助会費 校友会費

初
年
度

入学時（春学期） 300,000 820,000 1,500 ─　 1,121,500
秋学期 ─ 　 820,000 1,500 ─　 821,500

２
年
度

春学期 ─ 　 920,000 1,500 ─　 921,500
秋学期 ─ 　 920,000 1,500 40,000 961,500

合計 300,000 3,480,000 6,000 40,000 3,826,000

（重要）　�全日制グローバルでは他言語科目または語学学習科目の履修が推奨されておりますが、語学学習科目を履修

する場合には別途費用が生じます。履修する科目により費用が異なりますが、8 単位（4 科目）分を履修す

る場合、英語を学習する場合はおおむね約 16 万円、日本語を学習する場合はおおむね約 4 万円が追加で必

要となります。

■ 1 年制総合�  　（単位：円）

年　

度
納入期 入学金

学  費 諸 会 費

合　計
授業料 学生健康

増進互助会費 校友会費

初
年
度

入学時（春学期） 300,000 1,392,000 1,500 ─　 1,693,500
秋学期 ─ 　 1,392,000 1,500 40,000 1,433,500

合計 300,000 2,784,000 3,000 40,000 3,127,000

■夜間主総合、夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修・ファイナンス専修）�  　（単位：円）

年　

度
納入期 入学金

学  費 諸 会 費

合　計
授業料 学生健康

増進互助会費 校友会費

初
年
度

入学時（春学期） 300,000 730,000 1,500 ─　 1,031,500
秋学期 ─ 　 730,000 1,500 ─　 731,500

２
年
度

春学期 ─ 　 830,000 1,500 ─　 831,500
秋学期 ─ 　 830,000 1,500 40,000 871,500

合計 300,000 3,120,000 6,000 40,000 3,466,000

　一度提出した書類および納入した入学金、学費、諸会費は、原則として返還しません。ただし、やむを得ない事情

により入学を辞退する場合には、学費、諸会費のみ返還の対象となります。

　また、複数の研究科から入学を許可された場合、本人からの申し出により、既に納入した入学金、学費、諸会費を

入学希望研究科の費用に振り替えることができます（入学手続期間が全く重ならない研究科間に限られます）。手続

方法等の詳細については、第二次選考合格者に送付される『入学手続の手引き』をご参照ください。
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基本＝ 12.5Q24H（行間はツメて収めている箇所あり）

7．学位・修了要件　

【学位】
経営管理修士（専門職）／英文学位名称：Master of Business Administration

（MSc in Finance は、「ファイナンス修士（専門職）／英文学位名称：Master of Science in Finance」）

【修了要件】

【重要】

2024 年度入学者から、修了要件に「トータルの S.A. 値（※）が 0.80 を下回らないこと」が追加されます。入

学を検討している方は、この点にご留意くださるようお願いいたします。

（※）S.A. 値（Scholarship Average）について：

　　 �各評価をそれぞれの段階に相応する成績点（Ａ＋：３点、Ａ：２点、Ｂ：１点、Ｃ：０点、Ｆ：－１点）に変換し、

それぞれの科目の単位数と成績点の積の総和を総登録単位数で割ったものが S.A. 値です（小数第三位を四

捨五入し、小数第二位まで表示。一部、S.A. 値非算入科目あり）。

■ 全日制グローバル
　2 年以上在学して 50 単位以上を修得し、演習および研究指導を経て専門職学位論文を執筆します。下表に記載

された必要単位数以上を修得し、トータルの S.A. 値が 0.80 を下回らず、かつ論文審査および試験に合格した者に

対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

　なお、全日制グローバルでは修了要件とは別に、「言語科目」の履修を推奨します。言語科目は、8 単位以上の

履修を目標とします。修了要件単位数には算入されません。主に日本語で履修する学生はグローバルエデュケーショ

ンセンターの英語科目を、主に英語で履修する学生は日本語教育研究センターの日本語科目を履修します。通常履

修が完了した 2 回目の履修から当研究科のコア科目（4 月入学生は英語、9 月入学生は日本語）を言語科目として

履修することも可能です。この場合の成績は Pass/Fail での評価となります。

必修
コア科目

選択必修
コア科目

選択科目 専門研究

計 言語科目
（推奨）日英科目または

海外開講科目 一般選択科目 演習 研究指導 専門職
学位論文

14 6 〜 4 〜 8 〜 8 合格（★） 4 50 8

■ 1 年制総合
　1 年以上在学して 50 単位以上を修得し、プロジェクト研究および研究指導を経てプロジェクト研究論文を執筆

します。下表に記載された必要単位数以上を修得し、トータルの S.A. 値が 0.80 を下回らず、かつ論文審査および

試験に合格した者に対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

必修
コア科目

選択必修
コア科目

選択科目 専門研究

計日英
科目

海外
開講科目 一般選択科目 プロジェクト

研究 研究指導 プロジェクト
研究論文

14 6 〜 20 〜 4 合格（★） 2 50

学
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基本＝ 12.5Q24H（行間はツメて収めている箇所あり）

■ 夜間主総合
　2 年以上在学して 50 単位以上を修得し、プロジェクト研究および研究指導を経てプロジェクト研究論文を執筆

します。下表に記載された必要単位数以上を修得し、トータルの S.A. 値が 0.80 を下回らず、かつ論文審査および

試験に合格した者に対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

必修
コア科目

選択必修
コア科目

選択科目 専門研究

計日英
科目

海外
開講科目 一般選択科目 プロジェクト

研究 研究指導 プロジェクト
研究論文

14 6 〜 20 〜 4 合格（★） 2 50

■ 夜間主プロフェッショナル
　 〈マネジメント専修〉

　2 年以上在学して 50 単位以上を修得し、演習および研究指導を経て専門職学位論文を執筆します。下表に記載

された必要単位数以上を修得し、トータルの S.A. 値が 0.80 を下回らず、かつ論文審査および試験に合格した者に

対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

必修
コア科目

選択科目※ 専門研究

計
日英科目 海外

開講科目 一般選択科目 演習 研究指導 専門職学位
論文

14 24 〜 8 合格（★） 4 50

※所属するモジュールが指定する選択科目の中から、3 科目 6 単位以上修得することを履修指導する。

※選択必修コア科目（MBA プログラム）を修得した場合、一般選択科目の単位として算入する。

　〈ファイナンス専修〉
　2 年以上在学して 50 単位以上を修得し、演習および研究指導を経てプロジェクト研究論文を執筆します。下

表に記載された必要単位数以上を修得し、トータルの S.A. 値が 0.80 を下回らず、かつ論文審査および試験に合

格した者に対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

必修
コア科目

選択科目※ 専門研究

計
日英科目 海外

開講科目 一般選択科目 演習 研究指導 プロジェクト
研究論文

14 28 〜 6 合格（★） 2 50

※ファイナンス専修が指定する選択科目の中から、3 科目 6 単位以上修得することを履修指導する。

※選択必修コア科目（MBA プログラム）を修得した場合、一般選択科目の単位として算入する。

★「研究指導」について

・1 年制総合は 1 年次配当、その他のプログラムは 2 年次以降の配当となります。

・単位付与はありませんが、所定の指導を受け、合格する必要があります。
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8．奨学金制度

当研究科で受給できる主な奨学金は以下のとおりです。

【予約型（入学前）給付奨学金】
入試成績等により選考を行い、合格者発表時に採用が内定する奨学金です。希望する志願者は、出願時に申請する

必要があります。

奨学金名 奨学金額 出願資格

学
内
奨
学
金

経営管理研究科
専門職奨学金【給付】

入学初年度学費全額（単年度） ・�全日制グローバル（4 月入学）志願者で、�  
かつ日本人等（注 1）

・�TOEIC（Listening & Reading）スコア�  
（800 点以上）

私費外国人留学生
授業料減免奨学金【給付】

入学初年度学費半額（単年度） ・�私費外国人留学生（注 2）

【入学後奨学金】
入学後に申請し、在学中に採用が決定する奨学金です。詳細については入学手続の手引きとともに送付する「奨

学金情報 Challenge」等を参照してください。なお、外国人留学生の方は奨学金制度が異なりますので、以下の URL
より本学奨学課の情報を参照してください。　［URL］ https://www.waseda.jp/inst/scholarship/en/

奨学金名 奨学金額 出願資格

学
外
奨
学
金

日本学生支援機構奨学金
【貸与】

●第一種（無利子）
（月額）50,000 円、88,000 円のいずれ
かから希望額を選択

●第二種（有利子）
（月額）50,000 円〜 150,000 円の５つの
設定額から希望額を選択

・�日本人等（注1）

・�当研究科に所属する標準修業年限内の学生

文部科学省外国人留学生
学習奨励費【給付】

（月額）48,000 円 ・私費外国人留学生（注 2）

学
内
奨
学
金

大隈記念奨学金【給付】 400,000 円（単年度） ・�日本人等（注1）、もしくは私費外国人留学生（注2）

小野梓記念奨学金【給付】 400,000 円（単年度） ・�日本人等（注1）

小野梓記念
外国人留学生奨学金【給付】

400,000 円（単年度） ・私費外国人留学生（注 2）

私費外国人留学生
授業料減免奨学金【給付】

学費半額（単年度） ・私費外国人留学生（注 2）

（注 1）在留資格が「永住者」「定住者」「日本人（永住者）の配偶者､ 子」の外国籍の方を含みます。
（注 2）私費外国人留学生は、入学後に在留資格が「留学」の方に限ります（「留学」に申請中の方も対象です）。
※奨学金の種類によっては、所得制限など別途規定がある場合があります。

（注 3）奨学金額はいずれも予定額です。2024 年度の給付額は変更になる場合があります。

奨
学
金
制
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9．教育訓練給付金について

厚生労働省の教育訓練給付制度は、雇用保険の被保険者（在職者）または被保険者であった方（離職者）のうち一

定の条件を満たす方が、指定講座に正規生として入学し、かつ必要な要件を満たした場合、支払った教育訓練経費の

一部がハローワーク（公共職業安定所）から支給されるものです。

2023 年 7 月時点では、以下のプログラムが専門実践教育訓練給付制度の対象となっています。

�①１年制総合 ②夜間主総合 ③夜間主プロフェッショナル（マネジメント専修） 

④夜間主プロフェッショナル（ファイナンス専修）

10．�学費ローン（入学時）制度

　本学には、㈱オリエントコーポレーション、楽天銀行㈱と提携した「早稲田大学学費ローン制度」があり、入学時

納入金に利用することができます。

　なお、本学費ローン利用にあたっては、自己責任のもと、申込期日や手続期日等の日程に注意して手続きをしてく

ださい。また、審査結果により利用できない場合があります。

・利用手順

本学奨学課の Web サイト（https://www.waseda.jp/inst/scholarship/）に、学費ローンのインターネット申込用ペー

ジを公開しています。申込期日・申込方法・手続等の詳細はこちらをご覧ください。
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11．留学ビザについて（外国学生（外国籍）の方へ）

＊新型コロナウイルス感染症の影響で手続き方法が変更になる可能性があります。その場合は Web サイトや大

学からのメールでご案内します。

	 【留学センター在留資格 Web サイト　http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/index.html】

早稲田大学への入学を許可された外国学生は、在留資格「留学」を申請することができます。「留学」の在留資格

を有する学生は、外国人留学生授業料減免や留学生対象奨学金を申請することができます。「留学」以外の在留資格

でも入学することはできますが、上述のような留学生対象の各種補助制度を利用できませんのでご了承ください。

「短期滞在」の在留資格で大学に在籍することはできませんので注意してください。以下の（1）〜（6）をよく読んで、 

いずれかに該当する方は在留期間更新や在留資格変更、在留資格認定証明書代理申請など必要な在留手続を行ってく

ださい。在留手続を行うには早稲田大学が発行する「入学許可書」が必要です。「入学許可書」が必要な場合は、入

学手続を完了した後、入学予定学部・研究科事務所に発行を依頼してください。

（1）「留学」の在留資格を有している場合
現時点ですでに「留学」の在留資格を有している場合は、必要に応じて「在留期間更新許可申請」を行ってくだ

さい。在留期間の更新は在留期間満了日の３か月前から手続きできます。在留期間更新手続に関する詳細は、 以下

の Web サイトを参照してください。

http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/prospective/studentstatus.html

（2）「短期滞在」の在留資格を有している場合
現時点で「短期滞在」の在留資格を有している場合は、原則として一度国外へ出て「留学」の在留資格を申請す

る必要があります。「留学」の在留資格の申請方法については、「（４）在留資格を有していない場合」を参照して

ください。

（3）「留学」「短期滞在」以外の在留資格を有している場合
「定住者」、「家族滞在」などの在留資格を有している場合は、特に手続の必要はありません。ただし、「留学」の

在留資格へ変更を希望する場合は、「在留資格変更申請」を行ってください。手続に関する詳細は、以下の Web

サイトを参照してください。

http://www.cie-waseda.jp/visastatus/jp/prospective/currentresidence.html

【注】在留期間更新許可申請および在留資格変更許可申請には、早稲田大学が発行する書類が必要です。出入国

在留管理局に申請する前に、申請書、入学許可書およびその他申請に必要な書類を大学に提出する必要があり

ますので注意してください。

（4）在留資格を有していない場合
在留資格を申請するには、まず日本国内の出入国在留管理局に「在留資格認定証明書」（Certificate of Eligibility

＝ COE）を申請する必要があります。早稲田大学では本人に代わって出入国在留管理局に COE の代理申請を行い

ます。COE が出入国在留管理局より早稲田大学に送付されましたら、早稲田大学留学センターから申請者に入学

許可書とともに郵送します。COE を受け取った後は、パスポート、入学許可書とともに国籍を有する国または居

住国の日本大使館、領事館で「留学」ビザ（査証）を申請してください。COE の有効期間は発行日から３か月です。

ビザを取得し渡日するまでを、COE の有効期間内に行う必要があります。出入国在留管理局での審査には２〜３

か月程度を要しますので、申請が入学直前にならないよう注意してください。
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【注】・代理申請は、入学手続を完了しないと行いません。希望者は、すみやかに入学手続を済ませ、早急に代理

申請手続を行ってください。

・代理申請に必要な書類および送付先はこちらをご確認ください。

	 https://www.waseda.jp/fcom/wbs/news/10621

【留学ビザ取得までの流れ（①→⑦）】
※留学ビザ交付にかかる日数は大使館、領事館によって異なり、場合によっては３週間ほど要します。

　�留学センターに COE 申請書類を提出後、申請予定の日本大使館、日本領事館へ連絡して、おおよその所要日数

を把握しておいてください。

（5）　在留資格の取得／変更〈査証免除または短期滞在ビザで入国している場合〉
査証免除／短期滞在ビザ（観光、商用、知人・親族訪問等 90 日以内の滞在で報酬を得る活動をしない場合）で

入国した場合、原則として、一度出国し、国籍を有する国または居住国の日本大使館・領事館で COE を提出し、

留学ビザを取得してから再入国してください。しかしながら、入学試験日が年度末（２月末、３月）で、新学期前

に帰国が難しい場合は、COE が発行されたら、出入国在留管理局で資格変更許可申請を行うことは可能です。た

だし、例外的な申請となりますので、在留資格の取得が許可されない場合もあります。在留資格審査は出入国在留

管理局が行うため、審査の期間や結果について、早稲田大学は一切責任を負いません。

（6）　その他注意事項
・早稲田大学留学センターが代理申請を行う在留資格は「留学」のみです。その他の在留資格を申請する場合は、

自身で出入国在留管理局に申請してください。

・必要に応じて、出入国在留管理局から追加書類を要求されることがあります。

・事情により早稲田大学への入学を辞退する場合は、至急 COE を留学センターへ返送してください。また、日本

の他大学も合格した場合、COE の交付申請が重複しないように注意してください。重複している場合、証明書

は交付されません。

・重国籍者で日本国籍を有する場合は、COE を申請できません。

・在留資格審査は出入国在留管理局が行うため、交付が遅れる場合や不許可となった場合、航空券の違約金等、早

稲田大学は一切の責任を負いません。渡航手配は慎重に行ってください。

・在留資格「留学」の手続に関しては早稲田大学留学センター（E-mail：cie-zairyu@list.waseda.jp）へ問い合わせ

てください。

出入国
在留管理局

②COEの代理申請

③COEの交付

留学
センター

経営管理
研究科

合格者

渡日

日本大使館
日本領事館

⑥留学ビザの交付

⑤留学ビザの申請

⑦航空券の手配

①COE必要書類提出

④COE・入学許可書
の発送

入学許可書を留学センターへ送付 ①入学手続き完了
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12．特定国からの志願者に対する入学検定料免除措置制度

以下の１．に掲げる条件に合致する志願者は、本人からの申請に応じて入学検定料を免除します。

１．適用条件

文末に記載の対象国に居住し、かつ対象国の国籍を有する者（日本国内に居住する場合は本制度の対象外です）。

＊居住国と国籍は同一の国である必要はありません。

＊重国籍の場合は、いずれの国籍も前項の国に該当していることが必要です。

２．免除申請手続

出願書類として提出を求めている入学検定料支払証明書の代わりに以下の書類を提出してください。

１）検定料免除措置申請書（所定様式）

２）パスポートのコピー（本人に関する記載事項の全ての欄）

３．注意

１）出願期間終了後の申請はいかなる理由でも受け付けません。

２）�本免除申請をする場合は、検定料を支払う必要はありません。誤って支払ってしまった場合、入学検定料

の返還は行いませんのでご注意ください。

３）�万が一、申請者が本免除措置の対象とならない場合や、虚偽の申請があった場合は、その事実が判明した

時点で出願自体を取り消すことがあります。

  ［対象国＊］

アフガニスタン、アンゴラ、バングラデシュ、ベニン、ブータン、ブルキナファソ、ブルンジ、カンボジア、中央
アフリカ、チャド、コモロ、朝鮮民主主義人民共和国、コンゴ民主共和国、ジブチ、エリトリア、エチオピア、ガ
ンビア、ギニア、ギニアビサウ、ハイチ、キリバス、ラオス、レソト、リベリア、マダガスカル、マラウイ、マリ、
モーリタニア、モザンビーク、ミャンマー、ネパール、ニジェール、ルワンダ、サントメ・プリンシペ、セネガル、
シエラレオネ、ソロモン諸島、ソマリア、南スーダン共和国、スーダン、シリア・アラブ共和国、タンザニア、東
ティモール、トーゴ、ツバル、ウガンダ、イエメン、ザンビア
＊ �OECD ／ DAC が発行する ODA 受給国リストに掲載される「Least Developed Countries」「Low Income 

Countries which are not LDCs」の認定国

13．個人情報の取扱いについて

　本学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格発表、入学手続および

これに附随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要かつ適

切な管理を行います。また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等

により、必要かつ適切な管理を義務付けます。本学に提出された書類・資料・論文および提供された情報等（「本提出

書類等」といいます。）につき、その真正性等について、本学が発行元・提供元および論文審査機関等に対して、本提

出書類等を提供して問合せをすることがあります。志願者は本提出書類等を本学に提出または提供したことをもって、

本学がこの問合せを行うことに同意したものとします。これらの他、個人が特定されないように統計処理した個人情

報を、大学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用します。

　本学では、入学試験の円滑な実施と入学手続の必要上、合理的理由があると判断される必要最小限に留め、戸籍上

の性別情報を収集しています。

　https://www.waseda.jp/inst/diversity/support/sexual-minority/
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交通アクセス（早稲田キャンパス）
https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus

東京メトロ東西線　早稲田駅（２,３ａ,３ｂ出入口）から徒歩５分

都営バス　学02系統（学バス）　高田馬場駅から「早大正門」下車すぐ

JR山手線　高田馬場駅から徒歩20分

西武新宿線　高田馬場駅から徒歩20分

東京メトロ副都心線　西早稲田駅から徒歩17分

東京さくらトラム（都電荒川線）　早稲田駅から徒歩５分

TEL 03-5286-8719 　

早稲田大学大学院経営管理研究科

https://www.waseda.jp/fcom/wbs/

E-mail wbs-admissions@list.waseda.jp


